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パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
日
本
の
多

く
の
課
題
を
国
民
の
前
に
突
き
つ
け
、
晒
し
た
。
世

界
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
に
至
っ
て
は
、
自
分
た
ち
の

住
む
国
「
日
本
っ
て
こ
ん
な
国
だ
っ
た
ん
だ
」
と
あ

ら
た
め
て
諦
念
に
も
似
た
感
覚
で
認
識
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
21
日
、
医
療
・
行
政
の
対
応
が
追
い
付

か
ず
、
統
計
に
反
映
で
き
て
い
な
い
国
が
あ
る
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
世
界
の
死
者
は

既
に
１
千
万
人
を
超
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
発

表
し
た
。
公
式
統
計
（
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス

大
）
で
最
も
死
者
数
が
多
い
の
が
米
国
の
約
58
万
人

（
人
口
３
億
３
千
万
人
）
、
こ
れ
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
約

44
万
人
（
２
億
１
千
万
人
）
、
イ
ン
ド
の
約
29
万
人

（
13
億
７
千
万
人
）
が
続
く
。
日
本
国
内
の
死
亡
者

数
は
１
万
２
２
６
１
人
（
５
月
22
日
現
在
）
で
、
確

か
に
国
別
人
口
あ
た
り
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
死

亡
率
は
低
い
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
３
位
の
日
本
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
が
欧
米
の
40
～
60
％
に
対
し
て
４
％
で

あ
る
現
実
を
考
慮
す
る
と
、
政
府
の
対
策
の
出
遅
れ

と
迷
走
の
裏
に
、
医
療
人
の
貢
献
と
努
力
、
そ
し
て

日
本
人
の
「
３
密
回
避
」
の
行
動
が
支
え
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
政
府
方
針
の
み
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の

遅
延
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
。
わ
が
国
の
国

民
性
は
常
に
安
全
担
保
を
求
め
、
１
月
25
日
の
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
の
世
論
調
査
で
も
70
％

が
「
し
ば
ら
く
様
子
を
見
た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

一
時
、
政
府
勧
奨
の
下
、
中
高
生
に
接
種
さ
れ
た
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
も
、
国
と
製
薬
会
社
に
副
反
応

に
対
す
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
が
起
き
、
国
は

即
刻
政
府
勧
奨
を
取
り
や
め
、
７
年
以
上
も
批
判
を

避
け
る
姿
勢
を
続
け
、
そ
の
結
果
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
国
中

で
日
本
の
み
が
子
宮
頸
が
ん
罹
患
率
と
死
亡
者
数
が

上
昇
し
た
。

　

毎
年
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｗ
Ｅ
Ｆ
）
が
国

別
に
男
女
格
差
を
数
値
化
し
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
指
数
」
を
公
表
し
て
い
る
が
、
２
０
２
１
年
も

日
本
は
調
査
対
象
の
世
界
１
５
６
カ
国
中
１
２
０
位

で
、
も
ち
ろ
ん
Ｇ
７
中
、
最
下
位
で
あ
る
。
教
育

（
92
位
）、
医
療
（
65
位
）
は
１
０
０
位
以
内
で
あ
る

が
、
政
治
分
野
で
１
４
７
位
、
経
済
１
１
７
位
で
あ

り
、
特
に
衆
議
院

議
員
の
女
性
割
合

が
低
い
な
ど
、
政

治
参
画
に
お
け
る

男
女
差
が
影
響
し

た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
の

低
迷
が
、
実
は
国
策
決
定
に
影
響
す
る
が
、
Ｇ
７
中

最
下
位
を
公
表
さ
れ
て
も
、
日
常
生
活
に
追
わ
れ
、

こ
の
問
題
点
に
注
目
し
声
を
上
げ
よ
う
と
い
う
国
民

的
議
論
も
盛
り
上
が
ら
な
い
。
東
日
本
大
震
災
な
ど

自
然
大
災
害
の
際
に
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

参
加
し
、
復
興
に
力
を
尽
く
し
た
。
し
か
し
、
10
年

が
過
ぎ
、
被
災
地
に
は
若
者
は
戻
ら
ず
、
町
単
位
で

復
興
作
業
に
取
り
組
ん
で
は
き
た
が
、
被
災
地
に
戻

っ
た
の
は
２
割
以
下
だ
。
私
は
産
婦
人
科
の
臨
床
医

で
あ
る
。
母
体
血
を
用
い
た
胎
児
の
染
色
体
疾
患
の

有
無
を
検
査
す
る
検
査
法
で
あ
る
新
出
生
前
診
断

（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）
が
導
入
さ
れ
た
時
、
生
殖
委
員
会
の

委
員
と
し
て
会
議
に
出
席
し
た
際
、
併
せ
て
人
工
妊

娠
中
絶
に
つ
い
て
も
国
民
的
議
論
を
し
て
い
っ
た
方

が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
提
案
し
た
が
、
「
日
本
で

は
、
基
本
方
針
に
は
フ
タ
を
し
な
が
ら
具
体
的
な
こ

と
は
運
用
で
進
め
た
方
が
い
い
、
先
生
の
言
う
国
民

的
議
論
の
上
と
い
う
世
界
の
趨
勢
は
成
熟
し
た
国
の

話
だ
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
母
体
保
護
法
に
則
る
人

工
妊
娠
中
絶
の
決
定
に
関
し
て
も
、
従
来
通
り
と
な

っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
対
応
、
新
し
い
国
産
ワ
ク
チ
ン
や
新

薬
承
認
の
遅
れ
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
、
格
差
と
権

利
の
課
題
な
ど
、
な
ぜ
い
つ
ま
で
も
根
本
的
な
精
査

と
議
論
が
進
ま
ず
、
批
判
回
避
の
そ
の
場
凌
ぎ
の
方

針
し
か
出
さ
れ
な
い
状
況
が
続
く
の
か
？　

「
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
」
は
行
政
か
ら
発
信
さ
れ
る

書
類
に
は
必
須
な
文
言
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
は
何
も
進
ん
で
い
な
い
。

　

１
月
８
日
、
２
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
首
都
圏

に
出
さ
れ
た
時
に
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
受

賞
の
大
隅
良
典
、
大
村
智
、
本
庶
佑
、
山
中
伸
弥
の

４
氏
が
政
府
に
「
生
命
科
学
や
産
学
連
携
の
支
援
強

化
」「
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
審
査
・
承
認
を
独
立

性
と
透
明
性
を
担
保
し
迅
速
に
行
う
」
な
ど
の
政
府

へ
の
要
望
声
明
を
発
表
し
た
。
専
門
家
が
単
に
ス
ポ

ー
ク
ス
マ
ン
で
は
な
く
、
真
の
意
味
で
、
科
学
的
根

拠
を
も
っ
て
国
の
方
向
性
を
導
く
必
要
性
を
痛
切
に

感
じ
る
。

　

思
え
ば
10
年
前
に
、
北
海
道
医
師
会
に
女
性
医
師

の
働
き
方
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
必
要
性
に
つ
い
て

活
動
す
る
基
盤
づ
く
り
を
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

る
。
今
は
去
ら
れ
た
事
務
局
課
長
と
、
現
情
報
広
報

部
で
仕
事
を
続
け
る
女
性
た
ち
と
北
海
道
の
行
政
に

依
頼
し
て
予
算
を
も
ら
う
た
め
に
走
り
回
っ
た
こ
と

を
思
い
出
す
。
多
く
の
新
規
事
業
を
始
め
る
こ
と
を

認
め
、
支
え
て
く
れ
た
、
北
海
道
医
師
会
の
す
べ
て

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。
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